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論文内容の要旨
本論文は，ホログラフィがもっ高冗長性の性質をホログラムメモリについて明らかにすると共に，
これを応用する子法と，より冗長性の高いホログラム記録方法とを開発し，ホログラムメモリの信頼
性を向上させるために行った研究結果をまとめたものであり，全体 6 章からなっている。
第 l 章では，ホログラムメモリとピットメモリで代表される光メモリの動向と問題点とについて概
観すると共に，本研究の目的むよびこの分野における本論文の位置づけについて述べている。
第 2 章では，まず光メモリの冗長性を読出し光と記録領域との空間的位置ずれに対する冗長度と，
記録媒体に挿入される欠陥に対する冗長度の両面とからとらえ，それらを空間許容度，欠陥許容度と
して誤り率を用いて評価する手法を提案し，これを用いてホログラムおよびピットメモリについて，
種々の判定条件，雑音のもとでの許容度の性質を明らかにしている。
第 3 章では，高冗長性が得られるホログラムとして，干渉縞多重記録ホログラムを提案し，このホ
ログラムの記録密度と許容度との関係を解析すると共に，具体的数値を使ってピットメモリの許容度
との比較を行ない，従来定性的には認められていた事実，高冗長性を得るためには記録密度を犠牲
にする必要があるという関係や，ホログラムメモリはピットメモリよりも冗長性において優れてい
る点を解析的，定量的に明らかにしている。
第 4 章では，多重記録ホログラムメモリを構成する要素， すなわち， レーザ光を各ホログラムに
偏向する光アクセス系，多数のホログラムよりなるホログラムメモリ板，再生点像を光電変換する光
検出器の特性を述べると共に，このホログラムメモリが持つ高欠陥許容度と高空間許容度を具体的に
活用する方法について述べている。
円ベリ?
第 5 章では，漢字入力装置の文字コード発生メモリと図形入力装置の位置コード発生メモリとに，
多重記録ホログラムメモリを用い，その冗長性を活用して開発した装置の特性について述べている。
漢字入力装置では，読み出し光とホログラムとの聞に生ずる位置ずれを空間許容度で吸収できる設計
法を用いて動作の安定化を計り，図形入力装置では，空間許容度を副尺的に活用することによってホ
ログラムメモリ板で得られるよりも高分解能化が実現できることを明らかにしている。
第 6 章は総論であって，本研究で得られた成果が総括して述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，ホログラムメモリの冗長性を定量的に評価する方法を提案，体系化し，さらにこの冗長
性を生かして情報処理システム用端末装置を具体化した結果をまとめたもので，主要な成果を要約す
ると，つぎの通りである。
(1) ホログラムメモリの冗長性を，光検出器で検出された再生光の電気出力の誤り率によって定量的
に評価する手法を提案している。これにより従来定性的にのみ言われていたホログラムの冗長性を，
はじめて定量的に論じることができるようになった。
(2) ホログラムメモリにおいては信号を判定する闇値を常に誤り率が最小になるよう変化させる判定
方式を採用することができることに着目し，この条件のもとで，各種雑音の冗長性への影響を明ら
かにしている。
(3) 以上の基礎的考察のもとに，干渉縞を多重記録する方式のホログラムメモリを提案し，この方式
が高い冗長性を持つことをはじめて明らかにし，通常のピットメモリより l 桁以上冗長性が高まる
ことを定量的に示している。
(4) この多重記録ホログラムメモリを図形入力装置の位置コードの発生用メモリとして使用する方法
を考案し，冗長性を信号の副尺として利用する方法で， 2, 048X 2 ， 048 という非常に大きい解像点
数を持つ図形入力装置を実用化している。さらに，文字コード発生メモリとして使用した漢字入力
装置では，読出し光とホログラムとの聞に生じる位置ずれの影響を冗長性で吸収するように設計す
ることで，装置の有用性を著しく高めることに成功している口
以上のように本論文は，ホログラムメモリの解析，設計に必要な新しい手法を確立し，さらに，そ
れを応用した具体的装置を実現するなど，ホログラムという光学的手法と電子工学との境界において
興味ある多くの新しい知見を与えており，この分野の発展に寄与するところが多大でトある。よって，
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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